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フ
z
q

ア
カ
シ〆

ト
の
枇
曾
事
論

(
四
)

米

田

庄

太

頁E

五

「
祉
曾
串
」
に
於
け
る
世
舎
串
論

今
7
イ
ア
カ

y
ト
氏
が
本
書
籍
言
に
於
て
述
べ
ら
れ
て
居
る
中
仁
、
同
氏
の
一
肱
曾
皐
論
の
主
旨
を
甚
ピ
簡
明
直

裁
に
表
示
じ
て
居
る
も
の
が
あ
る
o

此
彪
に
先
づ
其
等
の
言
惑
に
よ
り
て
、
同
氏
の
最
ご
も
完
成
せ
る
枇
舎
町
四
十
論

の
主
旨
を
簡
単
に
約
設
す
れ
ば
、
如
何
な
る
も
の
で
ゐ
る
を
示
し
て
置
〈
。

A
、
緒
言
中
に
於
げ
る
融
合
卒
論
の
簡
明
な
る
約
設

夫
れ
本
書
は
結
婚
の
原
史
を
取
扱
ふ
も
の
で
も
、
岡
家
の
起
源
を
取
扱
ふ
も
の
で
も
な
い
。
夫
れ
は
勝
史
的
生

活
の
法
則
或
は
普
遍
的
に
現
は
れ
る
文
化
階
段
を
探
究
せ
ん
芭
す
る
も
の
で
な
い
。
夫
れ
は
叉
枇
曾
的
高
上
や
職

業
の
本
質
を
論
や
る
も
の
で
も
、
枇
曾
政
策
或
は
刑
事
統
計
を
取
扱
ふ
も
の
で
も
な
い
二
同
様
に
人
種
問
題
、
或

は
文
化
が
自
然
拘
汰
の
上
に
及
ぽ
す
影
響
、
或
は
此
の
貼
に
於
げ
る
戦
守
の
作
業
な
ぞ
を
論
究
せ
ん
さ
す
る
も
の

で
な
い
。
本
書
の
封
象
を
な
す
も
の
は
事
ろ
、
直
接
に
枇
曾
生
活
其
物
の
最
後
の
形
式
、
勢
力
、
及
び
事
賓
並
に

一
切
の
歴
史
的
波
動
を
離
れ
て
枇
舎
の
本
質
か

ι附
起
す
る
構
成
物
で
め
る
。
き
れ
ば
本
書
の
目
標
は
根
本
的
に

諭

議

ア
イ
ア
カ
ン
ト
白
祉
脅
事
論

第
十
九
巻

(
第
五
捜

) 

六
四
七



論

議

ア
イ
ア
カ
ン
ト

D
批
合
事
論

第
十
九
巷

(
第
五
腕

四
) 

六
四
八

は
、
ジ
ム
メ

U

げ
が
阪
に
思
ひ
着
い
た
が
、
併
し
常
時
の
研
究
欣
態
に
於
て
は
術
ほ
到
達
L
得
ら
れ
な
か
っ
た
其
の

目
標
で
あ
る
。
而
し
て
此

ω目
標
は
今
や
現
象
撃
の
後
建
に
お
い
て
始
め
て
到
達
し
得
ら
れ
る
も
の
ご
な
っ
た
。

現
象
事
の
愛
達
は
吾
人
を
し
て
全
然
新
し
き
仕
方
で
、
最
後
の
先
天
的
事
寅
の
包
括
的
系
列
を
確
定
す
る
こ
芭

を
、
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
枇
曾
皐
の
範
域
に
費
し
て
、
事
貨
の
無
限
な
豊
富
を
原
現
象
の
比
較

的
に
少
な
き
歎
(
小
な
る
基
本
)
に
、
合
理
的
自
然
科
事
が
一
切
の
現
象
を
最
後
の
要
素
及
び
自
然
法
則
か
ら
引
き

出
す
Z
同
様
な
、
併
し
同
時
に
又
会
(
異
な
れ
る
仕
方
で
、
還
元
す
る
可
能
性
を
五
日
人
に
奥
へ
、
夫
れ
正
共
に
夏

に
、
経
験
的
蹄
納
的
な
、
屡
々
大
な
b
小
な
り
偶
然
的
な
類
型
の
代
hJ
に
、
事
物
の
「
本
質
」
か
ら
嘗
然
随
起
す
る

吉
一
玄
ム
勅
に
於
て
、

一
の
無
制
約
的
な
論
理
的
優
勝
性
を
有
す
る
が
如
き
類
型
を
、
設
定
す
る
可
能
性
を
吾
人
に

奥
へ
る
の
で
あ
る
。

内
容
に
闘
し
て
は
ま
さ
し
〈
右
の
方
法
に
よ
h
て、

一
切
の
枇
曾
的
生
活
は
其
の
蓮
載
者
の
一
の
特
殊
な
内
部

的
紋
態
を
意
味
す
る
吉
一
玄
ふ
事
、
卸
ち
一
切
の
外
部
的
順
膝
闘
係
及
び
官
用
関
係
か
ら
根
本
的
に
異
な
れ
る
一
の

特
殊
な
内
部
的
結
合
性
を
、
夫
れ
自
身
の
中
に
合
む
Z
一
式
ふ
事
が
、
白
か
ら
生
じ
来
る
o

か
〈
て
4
7
1
y
ュ
λ

が

一
の
特
殊
的
生
活
形
式
ご
し
て
の
共
同
固
慢
の
彼
の
後
見
に
於
て
始
め
た
仕
事
が
、
此
慮
に
徹
底
的
に
完
成
さ
れ

党
の
で
あ
る
。

本
書
は
云
は
い
V

一
肱
曾
生
活
の
範
域
仁
於
り
る
正
嘗
な
る
範
鴎
の
使
用
仁
一
一
不
導
を
奥
へ
ん
芭
欲
す
る
も
の
、
即



も
一
枇
曾
的
事
買
を
何
等
か
の
結
合
に
於
て
取
扱
は
ん
ご
す
る
各
人
に
、

一
の
概
念
剰
を
奥
へ
、
而
し
て
彼
の
費
象

の
特
仁
一
肱
曾
的
な
る
方
面
に
劃
し
て
、
正
嘗
な
る
見
嘗
を
つ
り
る
こ
ご
に
於
て
、
彼
を
助
り
ん
ご
す
る
も
の
で
あ

る。
本
書
の
主
要
な
主
諸
章
に
於

τ、
段
々
に
張
〈
現
は
れ

τ居
る
原
動
的
根
本
思
殺
は
、
近
世
的
会
瞳
思
想
(
合
同

冨
O

母
目
。
叶
。
z
-
H
S
Z
m包
E
r
o
)

で
あ
る
o

此
の
思
想
は
会
瞳
が
総

τの
部
分
を
因
果
的
に
規
定
す
る
蕗
の
構
成

物
の
存
在
す
る
と
ご
を
主
張
す
る
o

此
の
場
令
に
各
委
健
は
全
く
個
性
的
な
Z
或
物
で
あ
る
、
或
は
一
の
編
著
な

る
桐
性
、

か
〈
て
一
度
的
及
び
組
側
特
的
な
或
物
で
あ
る
ご
さ
へ
云
ひ
得
ら
れ
る
o

夫
れ
は
常
に
自
己
特
有
の
法
則

に
従
ひ
、
而
し
て
殊
に
其
の
後
達
は
只
夫
れ
自
身
特
有
の
法
則
か
ら
の
み
理
解
さ
れ
る
の
で
、
合
理
的
和
且
干
の
R
T

析
的
形
躍
に
於
て
普
遍
妥
賞
的
な
法
則
か
ら
引
き
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
此
虚
に
叉
創
造
的
後
蓬
或
は
動
的

因
果
の
名
の
下
で
知
ら
れ
る
思
想
が
主
張
さ
れ
て
居
る
。
共
同
υ
思
想
は
今
日
は
質
験
心
理
準
に
於
て
の
如
〈
自
然

哲
事
に
於
て
、
叉
構
成
さ
れ
つ
、
あ
る
精
紳
科
血
中
的
心
理
亭
や
歴
史
科
事
及
び
文
化
科
事
に
於
け
る
如
〈
歴
史
哲

準
に
於

τ
一
般
に
著
し
く
現
は
れ
て
居
る
。
(
共
の
代
表
者
正
し
E
此
蕗
仁
只
君
。
-
宮
高
岡
山
F-25ι
者
向
ユ

『
巳

E
F
名
目
ロ
訂
自
由
昨
日
P
S
E口
町
内
吋

C
E
F
2
5
0
F
等
の
名
を
奉
?
れ
ば
足
り
る
ご
思
ふ
O
)

而
し
て
今
目
前

に
見
る
虞
の
右
の
思
想
の
進
展
に
於
て
、
第
二
十
世
紀
の
亭
的
生
活
が
現
は
す
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
新
し
き
相

貌
、
及
び
前
世
紀
の
自
然
主
義
及
び
器
械
論
的
考
へ
方
に
劃
す
る
観
想
の
最
ご
も
深
大
な
る
一
一
稜
動
が
、
明
ら
か

前

叢

フ
イ
ア
カ
シ
ト

O
枇
令
皐
前

第
十
九
巻

(
第
五
腕

宜
) 

、3
L

ノ

E
ブ



論

議

フ
イ
ア
カ
シ
ト
の
祉
脅
皐
論

第
十
九
巻

(
第
五
現

ノ、
) 

ハ
五
。

に
示
き
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

「
一
枇
曾
間
半
」
の
緒
言
中
に
見
出
吉
れ
る
右
の
言
過
は
、

フ
イ
ア
カ

y
ト
氏
が
白
か
ら
共
の
最
芭
も
園
熟
せ
る
枇
曾

率
論
の
圭
国
百
を
、
甚

r簡
明
に
約
読
せ
る
も
の
ご
し
て
、
吾
人
の
注
意
す
可
き
も
の
で
あ
る
。
是
れ
よ

b
終
り

に
、
「
枇
曾
亭
」
の
序
論
に
於
け
る
同
氏
の
一
枇
食
皐
の
最
後
の
(
今
日
ま
で
の
慮
で
)
組
織
的
な
詳
L
き
論
惑
を
考
察

し
花
い
己
田
山
ふ
が
、
其
の
中
に
は
き
き
に
「
形
式
祉
曾
撃
の
考
案
」
中
に
論
述
さ
れ
た
事
が
多
々
取
h
込
ま
れ
て
居

る
か
ら
、
出
来
る

r
w重
復
を
避
け
て
遮
ぺ
る
こ

t
、
す
る
。

B
、
序
論
に
於
げ
る
祉
曾
拳
論

本
序
論
は
枇
曾
間
半
論
を
論
じ
た
も
の
に
し
て
、
第
一
節
近
世
枇
曾
曲
学
に
於
げ
る
こ
つ
の
ま
要
方
針
、
第
二
節
枇

曾
曲
学
に
於
け
る
個
々
の
諸
方
針
、
第
三
節
形
式
一
耽
曾
撃
の
三
節
じ
1
7
た
れ
て
居
る
。

7
4
ア
カ
ン
ト
氏
が
近
世
枇
曾
亭
に
於
け
晶
一
一
つ
の
主
要
方
針
芭
云
ふ
は
、

き
き
に
も
述
べ

L
如
〈
、
歴
史
哲

曲
学
的
百
科
全
書
的
方
針
ご
分
析
的
形
式
的
方
針
E
で
あ
る
。
前
者
は
ヨ
ン
ト
、

方
針
に
し
て
、
後
者
は
ジ
ム

j

y
、

ス
ペ

V

ナ
1
等
よ
h
停
は
れ
る
奮

7
1
y
e
一
三
等
に
よ
り
て
創
設
さ
れ
た
る
新
方
針
で
あ
る
。
蓄
方
針
は
人
類

の
文
化
及
び
歴
史
を
会
館
ご
し
て
叉
全
瞳
に
於
て
把
捉
す
る
を
、
北
(
の
最
高
目
的
芭
な
す
も
の
に
し

τ、
夫
れ
に

よ
り
て
一
般
の
識
者
や
叉
一
風
々
精
神
科
事
者
を
も
大
に
牽
引
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
ま
き
し
(
夫
れ
が
潟
め
に
特

殊
な
諸
困
難
ゃ
、
濁
断
主
義
及
び
デ
イ
V

ツ
タ

y
チ
ズ
ム
旦
仁
陥
る
危
険
を
有
す
る
。



新
方
針
の
特
僚
は
先
づ
第
一
に
二
つ
の
事
貨
に
存
す
る
。
第
一
に
は
吾
人
の
知
識
の
確
質
及
び
進
歩
に
費
す
る

分
析
り
重
要
な
る
ニ
正
に
存
す
も
の
で
あ
る
。
新
方
針
は
枇
曾
的
生
活

ω最
後
の
一
苅
素
に
遡
ら
ん
ご
す
る
o

是
れ

一
切
の
一
肱
曾
的
生
活
仁
結
び
附
け
ら
れ
る
形
式
及
び
闘
係

枇
曾
闘
の
大
さ
、
持
続
性
及
び
内
容
等
か
ら
離
れ

t
、

は
、
祉
曾
的
生
活
の
最
後
の
一
疋
素
的
事
震
で
ゐ
る
か
、
又
は
か
、
る
事
買
に
分
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
此
庭
に
只
一
度
自
然
科
皐
的
範
域
か
ら
夫
れ
に
比
す
可
き
一
例
を
示
す
矯
め
に
、
余
輩
は
天
漣
力
的
学
の
範
域

に
於
け
る
ガ
リ
ラ
ィ
、
ゲ
プ
レ
W

及
び
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
基
本
的
作
業
を
憶
う
起
す
こ
己
、
す
る
。
主
(
等
の
人
々
の

以
前
に
於
℃
は
自
然
の
一
の
定
質
的
考
察
、
一
耳
は
い
杢
岨
胞
か
ら
の
一
の
研
究
法
が
一
般
に
行
な
は
れ
て
居
た
o

然

る
に
其
等
の
人
々
に
よ
り

τ、
之
に
代
り
て
定
量
的
測
定
及
び
数
量
的
分
析
の
一
方
法
が
起
っ
て
来
た
。
而
L
て

夫
れ
に
よ
り
て
全
然
新
し
冨
見
地
が
得
ら
れ
、
新
し
き
問
題
提
出
訟
が
行
な
は
れ
て
来
た
の
で
ゐ
る
。
ま
さ
し
〈

吾
人
は
一
般
的
に
左
の
如
〈
云
ひ
得
る
。
郎
ち
会
館
考
察
官
日
叶
Q
宮
町
内
山

z
z
g
n
Z
E
m
)
は
或
意
味
で
は
常
に

物
の
表
面
に
停
滞
し
、
只
一
の
平
面
形
象
を
典
へ
る
に
止
ま
る
、
而
し
て
只
分
析
の
み
が
、
最
己
も
都
合
よ
き

場
合
に
は
、
従
来
思
ひ
も
よ
ら
な
か
っ
た
深
み
に
ま
で
進
入
し
、
夫
れ
に
よ
h
て
全
然
新
し
き
啓
示
を
奥
へ
得
る

の
で
あ
る
ご
。
今
右
の
二
つ
の
相
異
な
れ
る
態
度
に
‘
大
館
上
駐
曾
皐
の
二
方
針
が
相
底
す
る
の
で
、
而
し
て
只

新
L
き
方
針
の
み
が
、
深
入
的
分
析
の
方
訟
を
行
な
ふ

ωで
あ
る
。
但
し
此
の
方
針
に
於

τも
、
天
鱒
カ
事
に
於

げ
る
さ
同
じ
く
、
只
分
析
の
み
が
行
な
は
れ
る
の
で
な
い
こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
芸
の
事
は
ご
に
か
く
、
同
居

論

議

フ
イ
ア
カ
ン
ト
の
目
脅
問
申
請

第
十
九
春

(
第
五
競

七
) 

，、
五



論

叢

フ
イ
ア
カ
ン
ト

D
枇
脅
串
論

第
十
大
谷

(
器
五
抗

/1. 
) 

/、
宜

式
吐
曾
周
干
の
若
い
血
平
科
は
、
右
の
方
法
に
よ
り
て
四
つ
又
は
六
つ
の
「
ガ

y
ラ
イ
」
的
後
見
を
以

τ、
五
日
人
の
知
識

を
富
ま
し
た
こ
子
ぜ
段
仁
誇
h
得
る
の
で
ゐ
る
。
其
の
一
は
服
従
或
は
心
服
本
能

2
2
5
H
E
o
Eロ
E
問
且
E
O
F
)

に
し
て
タ

l
p
ド
及
び
マ
ク
、

グ
ー
ガ
F

の
後
見
、
共
の
ニ
は
枇
曾
的
基
本
閥
係
に
し
て
ア

1
ン
エ
λ

、

v
z
タ

ク
ヂ
ン
ガ

1
及
び
著
者
(
フ
イ
ア
カ
ン
ト
)
の
後
見
、
其
の
三
は
枇
曾
的
関
係
は
一
般
的
に
規
制
さ
れ
て
居
る
ご
い

よ
こ
ご
に
し
て
、

V

ユ
タ
ム
ラ

1
及
び
著
者
の
後
見
、
茸
(
の
四
は
共
同
図
館
関
係
は
伶
他
の
基
本
関
係
以
上
に
重

要
な
る
も

ωな
る
こ
Z
に
し
て
、
著
者
の
後
見
。
而
し
て
究
の
二
つ
の
事
賞
品
臨
ん
口
に
あ

h
て
は
、
「
後
見
」
の
性
質

は
前
三
者
仁
於
げ
る
耗
明
ら
か
に
認
め
ら
七
な
い
。
そ
れ
で
此
蕗
に
は
附
録
的
に
皐
げ
て
置
〈
が
、
其
の
一
郎
も

前
か
ら
数
ふ
れ
ば
宜
(
の
五
は
、
自
我
(
自
我
意
識
)
及
び
自
己
域
情
が
個
人
以
上
に
擬
大
す
る
こ
吉
、
及
び
我
等
意

識
井
に
集
図
的
自
己
戚
情
の
存
在
す
る
事
で
ゐ
る
。
此
蕗
に
も
亦
マ
夕
、
グ

1
ガ
戸
は
一
部
分
俊
見
者
で
あ
る
。

其
の
二
郎
ち
英
の
六
は
只
新
陳
代
謝
す
る
個
人
の
み
を
運
裁
者
Z
す
る
慮
の
枇
曾
的
な
る
客
観
的
構
成
物
の
存
在

す
る
事
で
あ
る
。
是
れ
は
夫
れ
自
身
に
於
て
は
肢
に
永
い
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
居
た
が
、
併
し
近
頃
に
至
る
ま
で

は
根
本
的
に
は
把
捉
さ
れ
な
か
っ
柁
も
の
、
叉
十
分
に
は
蓮
用
3
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

新
方
針
の
特
債
ご
し
て
第
二
に
皐
「
可
き
は
、
只
其
の
方
法
に
よ
h
τ
の
み
、
基
本
概
念
及
び
基
本
知
識
の
確

貫
性
が
保
設
さ
れ
る
さ
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
只
某
の
方
法
の
み
が
、
他
の
方
法
が
主
正
し
て
恩
耕
、
演
緯
及
び
構

想
に
傾
〈
場
合
に
、
基
本
概
念
の
論
理
的
に
確
伊
め
ら
れ
た
畠
精
密
な
る
確
定
に
進
み
行
〈
の
で
あ
る
o
形
式
的



方
針
は
思
排
や
演
絡
や
構
怨
Z
は
反
謝
に
、
大
な
る
度
合
に
於
て
直
視
の
範
域
、
殊
に
宜
接
明
詮
的
な
直
視
の
範

域
に
止
ま
り
得
る
。
是
れ
吐
曾
的
生
活
の
最
後
の
基
本
事
買
は
、
総
て
吾
人
が
日
常
の
岨
岡
崎
棚
に
於
て
直
接
に
接

L

得
る
も
の
で
あ
ち
、
叉
夫
れ
放
に
本
質
観
照
(
巧
B
E
R
Eロ
)
の
途
に
於
て
明
ら
か
に
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
か

ら
で
ゐ
る
o

か
〈
て
形
式
吐
曾
事
は
大
な
る
部
牙
に
於
て
、
吐
舎
の
現
象
皐
a
Z
合
致
す
る
の
で
ゐ
る
。

枇
曾
且
干
の
分
析
的
方
針
は
少
な
〈
も
其
の
現
般
に
於
て
は
、
確
か
に
吾
人
の
時
代
の
一
一
要
求
卸
も
総
合
の
要
求

を
充
た
さ
な
い
で
あ
ら
う
。
此
の
要
求
が
五
日
人
の
時
代
の
一
要
求
Z
云
ひ
得
ら
れ
る
の
は
、
是
れ
今
日
多
〈
の
方

面
か
ら
し
て
、
世
舎
的
生
活
の
範
域
に
於
け
る
多
数
の
例
別
的
知
識
を
、

一
の
会
館
形
象
仁
於

τ結
合
せ
ん
ご
す

る
願
望
及
び
努
力
が
、
起
っ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
E
此
の
願
望
を
充
足
す
る
こ
正
が
一
般
的
に
可
能
で
ゐ

る
以
上
、
従
来
資
質
的
な
歴
史
哲
準
が
企

rて
L
Z
同
じ
〈
、
一
肱
曾
皐
の
第
二
の
方
針
は
之
を
充
足
す
る
。
而
L

て
此
の
見
地
に
於
て
は
、
歴
史
哲
亭
の
奮
名
稲
を
崩
曾
趨
干
の
新
名
穆
に
よ
ち
て
取
り
替
へ
ん
ご
す
る
は
、

般
的

に
王
宮
で
ゐ
る
や
否
や
は
疑
問
で
あ
る
。
確
か
に
分
析
的
必
針
は
賓
生
活

ω貫
在
及
び
嬰
富
か
ら
大
に
抽
象
す
る

こ
古
に
基
い
て
立
て
ら
れ

τ居
る
。
併
し
夫
れ
は
此
の
結
に
於
て
、
只
一
切

ω科
事
の
本
質
を
分
有
し
て
居
る
に

け
で
あ
る
。
何
れ
の
特
殊
科
挙
も
現
賓
の
完
全
な
る
形
象
を
奥
へ
る
も
の
で
な
い
。
古
れ
ば
生
活
が
常
に
科
亭
の

偏
局
性
に
劃
し
て
抗
議
を
呈
出
し
て
居
る
の
は
、
嘗
然
で
ゐ
る
o

而
じ
亡
夫
れ
よ
り
し
て
科
事
に
勤
し
℃
も
亦
、

線
合
を
求
め
る
穫
が
起
る
。
併
し
科
事
は
哲
曲
学
か
ら
離
れ

τ、
か
、
る
杢
健
形
象
を
一
般
的
に
構
成
L
得
る
も
の

諭

議

フ
イ
ア
カ
ン
ト
四
位
命
事
諭

第
十
九
巻

(
第
五
続

九
) 

，、
五



論

叢

フ
イ
ア
カ
シ
ト
の
枇
A
W
串
論

第
十
九
巷

(
第
五
腕

。
) 

ハ
宜
四

な
る
や
否
や
は
疑
問
で
あ
る
、
否
な
此
の
問
題
は
恐
ら
〈
は
断
然
否
定
的
に
答
へ
ら
る
可
き
で
あ
る
ご
思
は
れ

る。
プ
イ
ア
カ

y

ト
氏
は
近
世
一
肱
曾
率
に
於
げ
る
こ
つ
の
主
要
方
針
に
就
て
・
以
上
越
ペ
し
が
如
〈
に
論
評
し
た
る

品
位
、
真
に
枇
曾
撃
に
於
り
る
個
々
の
諸
方
針
を
概
論
し
て
居
る
が
、
同
氏
の
列
患
せ
る
諸
方
針
は
左
の
如
〈
で
あ

る。
-
一
枇
曾
問
中
的
考
へ
方

2
歴
史
哲
事
ご

L
て
の
枇
曾
聞
宇

3
文
化
枇
曾
の
本
質
の
事
正
し
て
の
祉
曾
島
T

4

自
然
科
事
的
批
食
事

5
人
積
論
ご
し
て
の
枇
食
事

6
穏
族
の
枇
曾
的
及
び
精
一
脚
的
文
化
財
産
論
ご
し
て

7
枇
品
目
凶
般
の
諸
性
質
論
正
し

τの
或
は
相
互
作
用
及
び
其
の
生
産
物
の
理
論
Z
し
て
の
枇
舎

の
批
曾
凪
干

皐
フ
イ
ア
カ

y
ト
氏
は
右

ω七
つ
の
方
針
を
極
別
し
て
居
る
が
.
同
氏
自
身
は
7
の
方
針
を
遵
奉
す
る
も
の
で
あ

る
こ
ご
は
、
さ
き
に
逃
ぺ
し
慮
に
よ

h
て
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
同
氏
は
右
の
七
つ
の
方
針
を
概
観
す

る
吉
三
つ
の
匝
別
を
立
て
る
必
要
が
覧
ら
れ
る
さ
一
去
は
れ
て
居
る
。
夫
れ
は
1
祉
曾
率
的
事
問
Z
枇
曾
準
的
方
法

ピ

ω別
、
2
組
紙
的
問
題
正
歴
奥
的
問
題
正
の
別
・

3
純
正
融
舎
皐
ご
師
陣
削
一
肱
舎
朗
申
ピ
の
別
で
あ
る
o

向
は
同
氏

は
此
等
三
つ
の
恒
別
聞
に
、
認
識
過
程
に
於
り
る
一
定
の
依
存
関
係
を
認
め
る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
ご
一
五
ひ
、
而

、

じ
て
一
枇
曾
率
的
方
法
の
蓮
月
は
一
部
分
一
肱
舎
率
的
拳
問
の
獄
態
に
依
存
す
る
こ
正
、
純
正
融
合
皐
は
藤
周
一
耽
合
事



に
先
行
し
、
組
織
的
知
識
は
歴
史
的
知
識
に
先
行
す
可
き
こ
ご
を
逃
べ

τ居
る
。

向
ほ
同
氏
は
右
の
七
つ
の
方
針
中
に
現
は
れ
る
一
枇
曾
甑
念
の
三
つ
の
相
異
な
れ
る
見
方
を
論
じ
て
居
る
が
、
北
(

の
一
は
枇
曾
を
一
会
健
ご
し
て
の
嘗
代
の
文
化
の
蓮
裁
者
正
し

τ
の
性
質
に
於
て
考
へ
ら
れ
た
る
、
会
一
種
正
し
て

の
人
類
、
或
は
個
別
国
民
、
或
は
個
別
穏
族
ご
解
す
る
も
の
で
あ
る
o

此
の
見
方
に
よ
れ
ば
一
切
の
文
化
現
象
は

品
肌
曾
ご
稽
せ
ら
れ
る
一
の
軍
一
不
可
分
な
主
髄
の
諸
性
質
己
し
て
現
は
れ
る
。
而
し
て
此
の
統
↑
健
内
に
於
り
る

夫
れ
以
上
の
匝
分
或
は
節
合
は
考
へ
ら
れ
て
居
な
い
。
要
す
る
に
此
の
見
方
は
会
(
、
蘭
学
界
に
熟
知
さ
れ
て
居
る

有
機
的
国
家
論
及
び
枇
曾
論
の
方
針
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
。
但
し
此
の
方
針
は
岡
家
的
或
は
国
民
的
生
活
の
統
一

を
倉
重
す
る
が
、
其
の
節
合
、
其
の
多
様
性
及
び
緊
張
を
隼
重
し
な
い
。

第
二
の
見
方
は
枇
曾
は
濁
立
じ
並
存
す
る
個
人
か
ら
成
立
し
・
主
(
等
の
個
人
の
諸
性
質
が
一
枇
曾
の
諸
性
質
を
な

す
も
の
ご
見
る
。
而
し
て
比
の
場
合
に
先
づ
第
一
に
佃
人
の
身
鵠
的
諸
性
質
が
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
是
れ
此
虞
に

考
へ
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
先
づ
第
一
に
自
然
科
皐
的
諸
方
針
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

而
し
て
此
等
の
諸
方
針
の

根
祇
に
は
第
一
の
見
方
に
著
し
〈
反
動
し
て
、
一
肱
曾
の
一
克
子
論
的
見
方
が
存
在
す
る
。
き
れ
ば
吾
人
は
此
等
の
諸

方
針
の
研
究
の
基
礎
物
を
枇
曾
ご
し
て
の
代
り
に
、
枇
曾
身
鰭
或
は
一
枇
舎
館
(
の
の
ω
巳
]ω

岳
山
岸
停
止
回
以
内
吋
)

ご
し

τ表

一
不
す
る
こ
ご
が
出
来
る
o

而
し
て
か
、
る
前
定
に
よ
り
て
、
其
等
の
諸
方
針
の
研
究
の
結
果
が
混
濁
さ
れ
る
や
否

や
は
、
其
の
問
題
曇
出
の
仕
方
に
よ
る
の
で
ゐ
る
。
終
h
に
第
三
の
一
見
方
は
最
古
も
新
し
き
見
方
仁
し
て
、
夫
れ

論

讃

フ
イ
ア
カ
ン
ト
白
凪
骨
串
諭

第
十
九
巻

(
第
五
税

) 

ハ
五
五



論

議

フ
イ
ア
カ
シ
ト
白
一
昨
合
愚
論

第
十
九
巻

(
第
五
競

} 

ハ
五
六

は
統
一
の
思
想
に
節
令
或
は
分
節
の
思
想
を
加
へ
、
而
し
て
同
時
に
文
化
の
事
貫
を
考
察
外
に
霞
f
o
か
〈
て
此

の
見
方
は
一
砥
舎
'
伊
二
の
節
〈
ロ
吉
れ
允
る
或
は
分
節
さ
れ
た
る
一
金
瞳
Z
解
し
、
又
其
の
成
員
間
の
相
互
作
用
の
研

究
を
中
心
Z
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

総
り
に
フ
イ
ア
カ
Y

下
氏
は
同
氏
の
遵
奉
す
る
方
針
に
従
ム

t
立
て
た
る
形
式
枇
曾
皐
の
主
要
問
題
を
約
通
し

て
居
る
が
、
其
の
所
設
に
よ
れ
ば
、
五
百
人
は
先
づ
形
式
一
枇
曾
事
は
閤
鴨
内
の
諸
関
係

(
即
日
E
F
E
M問
E
M
E丘
〈
白
』

広]片岡
M

同
国
語
)

及
び
其
等
の
諸
閥
係
の
生
産
物
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
ご
一
五
ふ
ニ
ご
が
出
来
る
。
奮
方
針
は
之
れ
正

異
な
り
、
共
等
の
生
産
物
其
物
、

か
f
て
文
化
枇
舎
の
特
殊
な
場
合
に
於
て
は
文
化
の
現
象
其
物
舎
、
枇
曾
の
客

観
化
物
言
し

τ考
察
す
る
に
限
品
。
而
し
て
比
の
方
針
は
分
析
へ
の
傾
向
を
、
殊
じ
人
種
闘
争
及
び
階
級
闘
守

(
夫
れ
に
於
て
園
髄
の
統
一
一
性
が
部
分
園
髄
の
緊
張
に
よ
h
て
横
断
さ
れ
る
以
上
)
の
現
一
不
及
び
取
扱
ひ
に
於
て
一
不

す
。
さ
は
れ
比
の
方
針
は
比
の
場
合
に
も
矢
張
h
只
枇
曾
の
国
家
的
図
民
的
形
穏
や
」
取
扱
ム
H
H
け
で
、
個
々
の
階

級
は
一
見
に
分
析
さ
れ

'
T
』
古
な
〈
、
完
全
に
統
一
瞳
Z
じ
て
認
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

余
輩
は
形
式
吐
曾
事
の
問
題
を
決
定
す
る
に
嘗
て
、
光
づ
圏
鵠
の
生
産
物
を
看
過
し
た
が
、
嘉
に
他
の
見
地
の

下
に
於

τ形
式
枇
曾
亭
の
二
つ
の
主
要
問
題
を
皐
げ
る
こ
ご
が
出
来
る
。
雨
者
共
に
奮
き
歴
史
、

2

Y

ト
に
よ
り

て
始
め
て
準
界
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
枇
曾
曲
学
三
五
ム
名
稀
よ
り
も
迄
か
に
奮
い
慶
市
民
を
有
す
る
o

業
の
一
は
枇
曾

の
特
殊
的
諸
カ

(
品
ぽ

ω日
同
盟
国
切
の
『
自
岡
崎
忠
刊
号
吋
の

go--胃
『
色
。
〕

の
問
題
で
あ
る
。
吾
人
は
日
常
生
活
に
於

τ



此
等
の
カ
を
普
通
に
道
徳
的
カ
五
併
し
、
悶
民
的
園
家
的
枇
曾
の
特
殊
な
場
合
に
ゐ
h
τ
は
、
好
ん
で
岡
家
の
カ

に
調
主
さ
せ
る
。
而
し
て
ま
さ
し
〈
此
の
問
題
に
闘
し
て
は
、
飯
に
一
局
業
時
代
に
於
て
、

プ

9
ン
ク
マ

y

の
指
示

せ
る
如
〈
、

ホ
ッ
プ
ス
或
は
グ
ロ
チ
ユ
ク
ス
の
仕
方
に
従
ム

τ、
最
初
の
祉
曾
率
的
研
究
が
殺
虫
屯
し
た
o

同
じ
意

成
に
於
て
エ

1
y
ず
ヒ
は
「
枇
舎
皐
は
一
枇
曾
的
事
象
が
行
動
す
る
個
入
の
意
志
に
師
せ
ら
れ
十
、
夫
れ
が
ら
獅
立

し
て
祉
舎
に
於
て
作
用
す
る
カ
に
錦
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
始
ま
る
も
の
で
あ
る
」

ピ
一
五
ふ
て
居
る
。
グ
ユ
戸
グ
ム

自
身
も
本
問
題
を
穏
々
な
る
方
面
に
於

τ、
巧
妙
に
取
扱
ふ
た
。
服
従
の
白
畿
的
性
質
に
閲
す
る
タ

l
w
ド
の
分

祈
も
、
同
様
に
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
o
而
L
て
又
7

夕、

グ
1
Jガ
戸
の
同
じ
事
柄
に
閲
す
る
研
究
も
、
仮
令
心

理
事
的
見
地
が
ら
行
な
は
れ
て
居
る
芭
は
一
疋
へ
、
矢
張
り
本
問
題
の
研
究
の
一
ご
認
め
ら
れ
る
。
濁
泡
に
あ
h
，て

は
総
て
の
人
々
に
先
だ
ち
て
、

ジ
ム
j

戸
は
此
の
み
針
を
後
遺
さ
せ
た
o

此
慮
に
ま
ご
し
て
、
知
カ
下
的
な
、
注

意
さ
れ
な
い
或
は
無
意
識
的
な
諸
カ
が
取
扱
は
れ

τ居
る
の
で
.
而
し
て
夫
れ
が
匁
め
に
其
等
の
カ
は
、
今
日
ま

で
十
分
徹
底
的
な
分
析
に
附
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
二
の
主
要
問
題
は
・
赴
舎
は
一
の
自
然
的
構
成
物
で
あ
る
か
又
は
一
の
人
銭
的
構
成
物
で
あ
る
が
ご
云
ム
奮

い
問
題
、

か
〈
て
個
人
主
義
吉
集
図
去
義
吉
の
劃
立
か
ら
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
夫
れ
は
吾
人
が
正
嘗

な
る
見
地
か
ら
考
察
す
る
時
に
は
、
枇
曾
に
於
り
る
人
間
の
内
部
的
結
合
の
仕
方
仁
閲
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
慮

タ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

デ

ゼ

ル

シ

ャ

フ

ト

に
線
て
の
人
々
に
先
だ
ち
て
ア

1
y
ニ
ス
は
、
共
同
閤
健
及
び
夫
れ
正
吾
人
が
一
肱
舎
E
稀
す
る
、
よ
h
緩
き
結
合

大
王
七

前

叢

フ
イ
ア
カ
ン
ト
の
枇
官
串
論

第
十
九
巻

(
第
五
椀

~， 



論

叢

フ
イ
ア
カ
ン
ト
自
社
令
串
諭

第
十
丸
谷

(
第
五
貌

四
) 

大
宜
λ

形
式
ご
の
隠
別
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
て
新
生
面
を
聞
い
w
h
件
。
而
し

τ此
の
問
題
の
研
究
か
ら

L
T
、

一
の
光
明

が
第
一
の
問
題
に
投
壱
ら
れ
る
o

是
れ
道
徳
的
カ
を
云
々
す
る
こ
芭
は
、

一
般
的
に
只
一
開
館
の
成
員
聞
に
、
外

部
的
関
係
芭
は
異
な
れ
る
他
の
関
係
が
存
立
す
る
正
云
ふ
前
定
の
下
に
於

τ
の
み
、
意
義
を
有
す
る
か
ら
で
あ

る
。
而

L
て
此
等

ωカ
の
性
質
に
関
す
る
研
究
は
、
批
曾
内
に
は
内
部
的
結
合
の
一
の
特
殊
な
拡
態
が
存
立
す
る

ご
一
五
ム
前
定
の
下
仁
立
も
、
叉
同
時
に
之
を
確
か
め
る
の
で
あ
る
。

向
ほ
一
の
特
殊
な
見
地
の
下
に
於
て
、
郎
も
方
法
の
方
面
仁
就
て

(
而
し
て
夫
れ
ご
同
時
に
又
内
容
の
方
面
に

就
て
)
此
蕗
に
吾
人
は
二
つ
の
都
府
知
を
分
ち
得
る
。

一
の
中
心
的
部
類
は
枇
舎
の
本
質
及
び
枇
曾
的
訂
勤
並
じ
闘

係
一
般
の
問
題
を
中
心
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
方
法
は
現
象
的
学
的
で
あ
る
。
蓋
し
一
位
舎
的
生
活
は
心

意
的
生
活
己
同
様
に
直
接
に
吾
人
に
奥
へ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
今
や
吾
人
は
、
人
事
は
総
て
特
穂
な
本
質

牲
を
有
し
、
而
し
て
夫
れ
は
外
界
ご
の
比
較
に
依
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
り
は
寧
ろ
曇
ら
き
れ
る
も
の
な
る
を
知

る
。
か
く
て
人
間
赴
舎
の
本
質
も
亦
、

只
車
接
な
課
題
に
於
て
、
又
同
時
に
直
接
仁
奥
へ
ら
れ
た
る
事
買
に
於
て

止
ま
る
蕗

ω、
一
の
杢
〈
濁
立
な
る
考
察
法
じ
よ
ち
て
の
み
、
明
ら
か
に
古
れ
得
る
の
で
め
る
。
而
し
守
一
此
等
の

事
費
ご
は
、
吾
人
の
各
々
に
於
て
絶
へ
や
行
な
は
れ
る
が
如
き
、
枇
舎
的
獄
態
の
鶴
験
で
あ
る
。

現
象
撃
的
方
法
は
枇
合
準
じ
於
て
も
亦
、
其
の
有
数
性
を
俊
持
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
枇
舎
町
平
仁
於
け
る
此
の

方
法
の
通
用
に
就
て
は
、
殊
に
左
の
非
難
が
起
る
。
郎
も
仕
合
的
事
賓
の
各
徹
底
的
分
析
は
、
一
枇
合
的
生
活

ω-



b
抽
象
的
国
式
に
於
て
止
ま
る
こ
ご
が
出
来
十
、
其
の
特
殊
的
諸
形
式
の
中
に
浸
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う

さ
o

此
の
非
難
が
正
常
で
ゐ
る
や
否
や
は
、
云
ム
ま
で
も
な
く
只
質
際
の
研
宛
の
み
が
之
を
裁
決
L
得
る
の
で
あ

e
Q

。問
題
の
第
二
部
類
は
一
般
的
な
る
経
験
的
事
買
に
結
び
附
〈
、
而
し
て
事
物
の
歴
史
的
多
様
の
一
般
的
概
ι
制
に

よ
ち
て
、
蹄
納
の
方
法
に
於
て
答
解
さ
れ
る
o

例
へ
ば
吾
人
は
締
納
法
に
よ
り
て
、
様
カ
使
用
が
永
続
的
に
行
な

は
れ
る
場
合
仁
は
常
じ
規
制
さ
れ
て
居
ゐ
古
か
、
叉
は
連
帯
は
伺
人
に
劃

L
て
右
盆
で
な

ν
が
図
岨
胞
に
劃
し
て
有

盆
で
あ
る
ご
か
一
古
ふ
が
如
き
洞
見
に
達
す
る
。
然
る
に
服
従
本
能
の
本
質
や
或
は
契
約
関
係
の
本
質
な
ぞ
は
、
吾

人
は
現
象
率
的
に
之
を
把
捉
す
る
の
で
ゐ
る
。
人
間
の
行
動
に
於
1
は
規
制
が
汎
〈
行
な
は
れ
て
居
る
ご
云
ふ
こ

ご
は
、

只
経
験
の
み
が
一
不

ι得
る
も
の
で
あ
る
o

併
し
此
の
規
制
が
内
部
的
に
は
如
何
に
作
ら
れ
て
居
る
か
は
、

現
象
風
干
の
範
域
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
。
か
〈
て
吾
人
は
一
般
的
仁
左
の
如
(
云

ο得
る
。
郎
も
内
部
的
な
る
一
枇

曾
的
欣
態
の
本
質
は
現
象
率
的
高
上
の
殻
駿
ご
し
て
把
捉
(
得
ら
れ
る
も
の
に
し
て
、
而
し
て
か
、
、
る
蚊
態
り
滋

張
、
及
び
山
、
る
版
態
が
一
定
の
外
部
的
朕
態
ご
結
合
す
る
ニ
吉
、
云
は
い
夫
れ
が
一
定
の
外
部
的
関
係
に
於

τ

具
鴎
的
に
服
装
す
る
こ
吉
は
、
只
経
験
に
よ
り

τの
み
確
定
さ
れ
得
る
の
で
ゐ
る
Z
。
前
者
に
あ
h
て
は
概
念
的

構
成
物
が
取
扱
は
れ
、
後
者
に
ゐ
h
て
は
英
の
現
質
的
具
惜
化
が
取
扱
は
れ

τ居
る
o
而
し
て
只
其
等
の
具
鶴
的

服
装
、
其
の
諸
大
類
型
、
諸
性
質
及
び
規
律
性
の
一
般
的
概
観
の
み
が
枇
曾
撃
の
一
般
的
部
門
に
麗
す
る
の
で
ゐ

諭

議

ヲ
イ
ア
カ
ン
ト
の
枇
A
W
u

串
論

第
十
九
巻

(
第
五
韓

=
一
五
)

大
五
九
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八七

O

る
。
此
の
場
合
に
五
ロ
人
の
取
扱
ふ
可
き
事
買
は
、
最
早
純
枇
曾
的
性
質
の
も
の
で
な
〈
、
え
れ
は
叉
枇
曾
外
的
諸

カ
の
一
列
に
よ
り
て
規
定
さ
れ

τ居
る
の
で
あ
る
。
か
(
て
家
族
は
共
同
園
樽
関
係
の
一
特
殊
形
式
で
あ
る
が
、

併
し
夫
れ
に
於
て
は
又
性
慾
本
能
、
生
殖
、
及
び
騒
憐
的
事
賓
が
夫
れ
夫
れ
重
大
な
る
役
目
を
演
じ
て
居
る
。
叉

園
家
は
一
方
に
於
て
は
棒
力
関
係
、
礎
科
闘
係
及
び
共
同
国
館
関
係
の
一
混
合
物
で
あ
る
が
、
他
方
に
於
て
は
夫

れ
は
領
土
的
、
地
理
的
及
び
経
済
的
諸
勢
カ
に
よ
り
て
強
〈
影
響
き
れ
て
居
る
o

き
れ
ば
此
蕗
に
吾
人
の
取
扱
ム

可
き
諸
概
念
は
、
枇
曾
皐
「
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
全
く
組
織
的
概
念
で
な
〈
、
他
の
経
験
的
諸
因
素
の
混
合
の
故

を
以
て
、
歴
克
的
概
念
Z
し
て
認
め
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
権
力
関
係
は
一
の
組
織
的
概
念
で
ゐ
る

が
、
之
れ
に
反
L
て
其
の
特
殊
形
式
Z
し
て
の
階
級
関
係
は
、

一
の
歴
史
的
概
念
で
あ
る
o

同
様
に
闘
家
及
び
園

民
は
枇
曾
の
歴
史
的
形
式
で
あ
る
。
有
名
な
る
一
哲
準
者
が
ほ
ほ
最
近
に
於
て
、
権
力
の
本
質
を
岡
家
か
ら
定
義

せ
ん
ご
し
た
の
は
、
此
の
事
問
範
域
に
於
り
る
研
究
の
不
完
全
な
る
航
態
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
賞
際
に
於

て
図
家
は
権
力
関
係
が
具
館
的
に
形
成
さ
れ
る
一
の
「
場
蕗
」
で
あ
る
o

併
し
権
力
闘
係
主
(
物
は
一
の
直
接
的
本
質

把
拡
に
よ
り
て
接
返
し
得
ら
れ
る
蕗
の
、
普
遍
的
に
汎
(
行
な
は
れ
る
基
本
闘
係
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
o

此
の

際
ま
さ
し
〈
岡
家
に
於
て
権
利
関
係
が
完
全
な
る
畿
展
に
達
す
る
の
で
あ
る
ご
云
ふ
考
へ
が
、
頭
に
浮
ぷ
hr
も
知

れ
な
い
。
し
か
み
備
は
五
口
人
は
比
の
後
展
の
場
所
を
、
後
展
す
る
も
の
其
物
の
本
質
か
ら
隠
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
〈
て
圃
家
か
ら
権
力
を
概
念
的
に
引
き
出
さ
ん
ご
す
る
は
、
順
序
の
顛
倒
で
あ
る
o

同
様
に
法
律
及
び
憤
網
目
の



櫛
念
は
、
余
輩
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
歴
史
的
概
念
で
あ
る
。
き
れ
ば
此
等
の
も
の
を
、
純
粋
に
其
の
本
質
か
ら

定
義
せ
ん

Z
す
る
こ
古
は
、
決
L
て
揃
足
な
る
結
果
に
一
等
か
な
ら
。
之
れ
に
反
し
て
法
律
及
び
慣
習
の
上
位
概
念

亡
し
て
遡
用
さ
れ
得
る
規
範
及
び
命
令
の
概
念
は
、
組
織
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
c

而
し
て
吾
人
は
此
等
二
つ
の

構
成
物
が
憤
管
及
び
法
律
ざ
し
て
賞
現
さ
れ
る
「
場
所
」
を
尋
ね
る
時
に
は
、
満
足
な
る
一
結
果
に
遣
す
る
の
で
あ

る
。
右
に
遮
ベ
し
廃
史
的
概
念
ご
組
紘
的
概
念
Z
の
恒
別
は
、
此
の
場
合
に
於

τは
経
験
的
概
念
Z
先
天
的
概
念

Z
の
国
別
に
合
致
す
る
。
但

L
此

ω令
致
は
云
ふ
ま
で
も
な
〈
、
必
然
的
で
な
い
。
組
織
的
概
念
は
叉
経
験
的
性

質
の
も
の
で
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

却
設
以
上
論
越
せ
る
基
礎
の
上
に
、
慶
大
な
る
諸
研
究
が
後
達
し
得
る
。

一
方
に
於
て
は
一
切
の
文
化
財
に
於

t
一
定
め
岡
醜
聞
の
相
互
作
用
の
客
観
化
印
も
生
産
物
を
認
め
る
一
の
一
般
的
文
化
論
(
氏
再
生
向
。
E
t
R
F
L
t

Z
ユ
内
町
内
)
が
殺
遣
し
、
他
方
に
於
て
は
人
間
生
活

ω
個
々
の
基
本
現
象
を
、
其
の
特
殊
的
な
賂
史
的
後
展
に
於

τ

考
究
す
る
一
の
特
殊
的
批
曾
準
(
例
へ
ば
自
然
人
民
の
諸
種
の
枇
曾
的
編
制
に
於
け
る
組
合
的
関
係
、
高
等
文
化

人
民
的
国
家
及
び
階
級
組
織
に
於
り
る
支
配
的
関
係
、
男
子
園
鶴
或
は
図
家
仁
於
け
る
共
周
囲
健
関
係
等
の
如
き

も
の
を
、
夫
れ
夫
れ
考
究
す
る
特
殊
的
批
曾
皐
)
が
後
述

L
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
等
の
問
題
部
類
仁
於

て
、
夫
れ
夫
れ
の
歴
史
科
事
正
の
関
係
が
如
何
に
定
め
ら
れ
る
か
、
此
慮
で
は
其
等
の
腔
史
的
諸
科
凪
千
百
一
耽
曾
曲
学

ご
の
聞
の
境
界
地
が
取
扱
は
れ
る
か
、
戒
は
巌
密
に
云
ふ
一
耽
曾
時
半
が
取
扱
は
れ
る
か
さ
一
五
ふ
が
如
き
問
題
は
、
第

諭

叢

ア
イ
ア
カ

y
ト
の
世
骨
事
前

第
十
九
巻

(
第
五
蜘

三
七
)

ハ
七
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r、
七

三
次
的
な
問
題
で
あ
る
o

夫
れ
い
は
恰
も
形
式
枇
命
日
息
す
が
、
共
の
今
H
有
す
る
狭
い
範
域
に
於
て

E
嘗
に
一
科
皐
を

形
成
す
る
か
、
又
は
只
比
破
的
に
ま
ご
ま
れ
る
一
問
題
部
類
を
形
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ど
云
ふ
問
題
Z
、
同
僚

な
閑
問
題
で
ゐ
る
。
研
究
が
成
就
さ
れ
る
以
前
に
、
五
口
人
は
英
の
論
理
的
性
質
を
詳
し
〈
判
断
し
得
な
い
で
あ
ら

ぅ
。
総
て
が
品
川
は
生
成
中
に
あ
る
腐
で
は
、
吾
人
は
他
の
比
較
的
に
完
結
せ
る
知
識
範
域
か
ら
移
さ
れ
る
概
念

を
、
只
保
留
を
以
て
適
用
し
得
る
だ
げ
で
あ
る
。
此
路
に
只
一
謬
見
に
就
て
警
告
を
奥
へ
る
に
止
め
る
。
夫
れ
は

研
究
の
軍
な
る
資
料
が
如
何
様
に
が
祉
曾
山
学
的
概
念
に
よ
り
て
把
捉
さ
れ
る
場
合
、
例
へ
ば
一
定
の
法
律

ω階
級

的
性
質
、
或
は
一
定
の
枇
曾
的
編
制
の
機
力
意
志
な
ぞ
に
閲
す
る
研
究
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如
き
場
合
に
、
業
虞

に
最
康
義
に
於
て
す
ら
も
枇
食
事
が
肢
に
研
究
さ
れ
て
居
る
ご
見
る
ニ
ご
が
、

正
常
で
ゐ
る
が
如
〈
考
へ
る
謬
見

で
あ
る
o

か
、
る
研
究
は
只
、
完
成
せ
る
文
化
構
成
物
が
某
の
ま
、
で
研
究
の
封
象
さ
な
る
の
で
な
く
、
併
L
某

等
の
文
化
構
成
物
の
裏
面
に
行
な
は
れ
る
蕗
の
、
圏
館
内
に
於
け
る
相
互
作
用
の
働
き
(
此
〈

τ其
等
の
文
化
構

成
物
其
物
ほ
其
等
の
相
互
作
用
の
働
き
の
沈
澱
物
ご
見
倣
き
れ
る
)
が
研
究
め
掛
象
ま
な
る
場
合
に
の
み
、
枇
曾

嗣
学
的
ご
認
め
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
形
式
匙
曾
皐
は
其
の
現
象
準
的
組
織
的
基
本
問
題
を
研
究
す
る
外

に
、
又
右
に
述
ぺ
し
が
如
き
歴
克
的
諸
類
型
の
匝
別
の
始
め
を
も
取
扱
ふ
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
形
式
赴
曾
山
学
は
其
の
研
究
の
接
展
に
於

τ、
奮
方
針

ε同
一
の
問
題
を
一
部
分
討
究
す
る
で
あ
ら
う
。

形
式
融
合
撃
は
業
等
の
問
題
を
避
け
ん
ご
す
る
も
の
で
な
〈
、

只
廻
ム
リ
道
を
さ
ら
う
吉
す
る

rり
で
あ
る
。
旦
品
れ



そ
う
す
る
事
に
よ
り
て
、
己
を
深
め
、
叉
批
判
的
精
一
柳
を
以
て
己
を
固
め
る
カ
を
集
積
す
る
怨
め
で
あ
る
。

h
r
(

て
形
式
枇
曾
山
中
は
、
肱
同
〆
仁
越
ぺ
し
如
〈
是
れ
ま
で
一
の
本
質
的
欲
求
を
不
完
全
な
仕
方
で
満
足
さ
せ
た
仁
過
ぎ
な

い
答
方
針
に
、
異
に
取
り
代
り
得
る
で
あ
ら
う
。

形
式
枇
命
日
撃
は
精
神
科
準
或
は
一
枇
食
事
を
膝
用
せ
ん
さ
す
る
生
活

ω寅
際
政
策
に
勤
し

τ、
か
の
敷
市
中
が
物
理

間
半
或
は
技
術
に
謝
す
る

Z
類
似
り
閥
係
を
有
す
る
。
数
曲
学
は
物
理
問
中
金
要
L
な
い
が
、
併
し
物
理
撃
は
数
撃
を
要

す
る
。
而
し
て
数
事
は
物
理
問
宇
或
は
技
術
に
謝
し
て
、
始
め
に
は
彼
等
の
欲
求
に
心
を
煩
は
す
ヤ
』
ご
が
少
〈
な
い

ほ
H

と
、
而
し
て
自
分
の
後
逮
を
只
自
分
自
身
の
関
心
に
よ
り
て
の
み
決
定
す
る
ほ
ど
、
愈
々
有
盆
な
る
奉
任
を
な

L
得
る
で
ゐ
ら
う
o

か
く
し
て
数
皐
は
自
分
の
後
展
の
震
め
に
よ
り
大
な
る
自
由
を
保
有
し
、
而
し
て
そ
れ
に
よ

り
て
又
共
の
後
見
に
於

τ、
他
り
等
科
の
目
的
或
は
賞
際
的
欲
求
の
目
的
に
適
用
さ
れ
得
る
贈
物
を
呈
供
す
る
・

よ
h
大
な
る
可
飽
性
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

却
設
余
は
以
上
五
節
に
於

τア
イ
ア
カ
ン
ト
氏
の
枇
曾
事
論
を
、
其
の
後
遣
に
従
ふ
て
紛
々
詳
し
く
考
察
し
た

の
で
ゐ
る
が
‘
是
れ
同
氏
は
ジ
ム
メ
U
F

の
始
め
の
粗
雑
な
る
純
正
枇
曾
曲
学
論
を
詳
し
〆
後
展
苫
せ
た
最
初
の
枇
曾

同
学
者
で
ゐ
る
の
み
へ
ふ
ら
争
、
一
見
に
今
日
ま
で
の
蕗
で
は
之
を
資
質
的
に
展
開
し
て
純
正
枇
合
間
半
の
稿
々
完
成
せ
る

膿
系
を
詳
論
せ
る
唯
一
の
濁
逸
枇
品
目
叫
学
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
プ
オ
リ
J

、
ク
イ
ぜ
氏
も
「
関
係
及
び
関
係
構
成

論

議

フ
イ
ア
方

y
t
o
枇
骨
回
申
請

第
十
九
巻

{
第
五
捜

ブL
) 

ハ
七



論

叢

ア
イ
ア
カ
シ
ト
の
砥
脅
皐
諭

第
十
九
轡

(
第
五
都

阿

O
}

六
七
四

物
論
」

Z
し
て
同
氏
の
純
正
枇
曾
事
の
剛
腕
系
を
誌
に
さ
れ
る
ご
云
ふ
こ
Z
で
ゐ
る
が
、
ま
だ
一
公
に
古
れ
て
居
な
い

様
で
あ
る
。
)
き
れ
ば
今
日
純
正
融
曾
皐
論
の
研
究
に
於

τは、
フ
イ
ア
カ
ン
ト
氏
の
設
は
最
古
も
勝
れ
た
る
一
一
穂

本
吉
見
倣
じ
得
ら
れ
る
の
で
、
余
は
同
氏
よ
h
ノ
も
先
き
に
大
僧
上
立
て
た
余
の
純
正
一
枇
曾
皐
論
を
、
同
氏
の
詑
ご

比
較
す
る
ニ
芭
に
よ
り
て
事
ぷ
彪
少
な
t
な
い
o

而
し
て
今
日
大
成
さ
れ
た
る
同
氏
の
枇
曾
拳
論
に
於
て
特
に
注

耐
舎
準
に
於
り
る
現
象
風
干
の
通
用
に
関
す
る
方
面
で
あ
る
ご
思
ふ
o

余
が
始
め
て
余
の
純
正
枇
曾

意
す
可
き
は
、

聞
申
論
を
立
て
た
際
に
は
、
ま
だ
プ
ッ
サ

1
P
ω
現
象
晶
子
は
事
界
に
喧
侍
さ
れ
て
屑
な
か
っ
た
の
で
、
而
し
て
宮
崎

暗
侍
さ
れ
て
居
た
の
は
4

P

グ

y
y
の
直
魔
或
は
直
観
の
概
念
で
あ
っ
た
か
ら
、
余
は
4

Y

グ

y
y
の
置
制
倒
り
概

念
を
多
少
放
同
盟
し
て
、
枇
曾
且
T

上
碇
観
法
を
通
用
す
る
必
要
を
設
い
て
居
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
現
象
亭
を

皐
a
k
に
嘗
つ

τ、
余
の
所
謂
直
税
法
な
る
も
の
を
修
正

L
且
つ
深
化
す
る
必
要
を
戚
じ
っ
、
も
、
他
の
諸
問
題
の

明
究
に
カ
を
ご
ら
れ
て
居
た
が
籍
出
芙
の
ま
、
に
な
っ
て
層
た
が
、
今
ア
イ
ア
カ
ン
ト
氏
の
設
を
論
究
す
る
随
手

に
特
に
一
祉
曾
曲
学
さ
の
関
係
か
ら
見
て
現
象
拳
を
考
察
し
、
而

L
て
余
の
所
謂
直
視
法
な
る
も
の
を
修
正
し
深
化
L

た
い
ご
思
ふ
。
殊
に
近
来
現
象
曲
学
者
は
プ
ウ
サ

1
2内
自
身
を
始
め
ご
し
て
枇
舎
由
宇
の
問
題
に
手
を
着
け
始
め
た

か
ら
、
余
輩
は
今
日
枇
曾
事
Z
現
象
皐
ご
の
関
係
を
研
究
す
る
に
就

τ、
大
な
る
便
宜
を
奥
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ

れ
で
余
は
次
に
「
枇
曾
亭
ピ
現
象
皐
」
ぜ
題
し
て
此
の
問
題
を
考
究
す
る
こ
吉
、
す
る
o


